
➡ 裏面へつづく 

  

■“もしも”のときの救急カプセル 

救急要請・搬送の実態 

 大阪市では前年と比べ、救急出動件数は 18,834件(7.7%)、搬送

人員は 208,615人（12%）増加しています。これは、集計開始以来、 

最多となっています。下記は、令和 5年度の大阪市の救急要請・ 

搬送の実態です。 

 年間出動件数：約 26 万件          

出動頻度：2.0 分に 1 件 

利用頻度：大阪市民 10.5 人に 1 人が救急車を利用 

事故種別：急病が第 1 位（約 18 万件） 

年齢区分別の搬送人員：65 歳以上が半数以上（約 11 万人、全体の 53.8%） 

救急カプセルの活用 

救急カプセルとは、救急搬送に必要なかかりつけ病院・持病など

の情報を記した「救急情報カード」をカプセルに入れ、冷蔵庫に保管

する取り組みです。これにより、自宅で具合が悪く 

なったとき、救急隊に必要な情報を伝え、もしもの

ときに備えることができます。 

 対象者は、 

＊鶴見区在住のひとり暮らしの高齢者 

＊高齢者のみの世帯 ＊障がいのある方 など                          
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地域高齢者に対する医療 

や介護の相談窓口です 



①必要な情報を記入する。 

※かかりつけ医が変わったなど、内

容に変更がある場合は、その都度、

記載した情報を更新する必要があり

ます。 

 

①使用済みの 500mLペットボトルを

洗う。 

②ペットボトルの上から 7～8cmのところをはさみかカッターナイフで水平に切る

（切り口はセロテープで保護）。 

③情報カードを中に入れ、テープで貼り合わせる。 

 

①カードを空のペットボトルに入れ、冷蔵庫に保

管する。 

②冷蔵庫の前面に目印のシール※¹を貼る。 

※救急隊員が救急カプセルに気づくことができま

す。 

 ～お問い合わせは～ 
各地域の福祉会館・公民館で、地域の見守り活動やつながりづくりの支援をして

いる「つなげ隊」や社会福祉協議会を通じてカードやシールを配布しています。 

 
◆地域のつなげ隊さん 開館時間 月曜日～金曜日の１０時～１６時 

緑 地域    緑ふれあいの家   緑 3-3-3  ☎7507-1018 

鶴見北 地域  鶴見北公民館     鶴見 5-6-37     ☎6915-1151 

鶴見 地域   鶴見公民館     鶴見 2-5-41       ☎6912-5000 

茨田西 地域 茨田西社会福祉会館 横堤 5-5-52       ☎6915-3920 

横堤 地域  横堤福祉会館    横堤 3-10-11 ☎7860-3341 

（※横堤は 11時～17時） 

◆大阪市鶴見区社会福祉協議会 諸口 5丁目浜 6-12 ☎6913-7070 

 
 

参考文献：大阪市消防局『令和 5年大阪市消防活動概況』、鶴見区各地域ネットワーク委員会・社会福祉法人 大阪

市鶴見区社会福祉協議会・大阪市消防局 鶴見消防署『‟もしも“のときの・・・救急カプセル』 

鶴見区西部地域包括支援センター   06-6913-7878 

  

※¹目印のシール 

 


